（様式６－２）

歯学教育評価　評価コメント（様式）

分科会名：歯学教育評価第○分科会
委員氏名：　　　　　　　　　　　

	＜作成方法＞
・申請大学から提出された「点検・評価報告書」を読み、その内容に対応して「基礎データ」や「添付資料」を確認してください。
・「歯学教育に関する基準」の大項目１～４で気づく点を記載してください（大項目５「自己点検・評価」は大学関係者の方が評価しやすいと考え除いています）。ただし、大項目２については、様式に挙げられている項目について記載してください。評価の視点ごとに記載する必要はありません。大項目（大項目２については項目）ごとに全体的に気づいた点を記載してください。
・気づく点を記載する際に、「歯学教育における他大学の模範になる取組み」「当該専攻の目的の達成に有効な取組み」があれば、「～については～の点が優れている/有効な取組みである」などと特長的だと分かるように記載してください。
・気づく点を記載する際に、「当該専攻の目的を達成するには一層の取組みが必要な点」「歯学教育の水準維持のためには問題がある点」があれば、「～については～の観点から課題がある」などと課題だと分かるように記載して下さい。
・実地調査において見学した方がよい施設、面談したい教職員・学生（属性など）があれば巻末の＊に記載してください。



１　使命・目的
＜コメント＞


２　教育の内容・方法・成果
○教育課程の編成・実施（評価の視点2-3～2-6）
＜コメント＞

○臨床実習体制（評価の視点2-7～2-10）、臨床能力向上のための教育（評価の視点2-11～2-15）
＜コメント＞

○教育成果の検証（評価の視点2-21、2-22）
＜コメント＞


３　学生の受け入れ
＜コメント＞


４　教員・教員組織
＜コメント＞


＊実地調査において確認したい施設、面談したい教職員・学生
○施設

○面談したい教職員

○面談したい学生
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